
会 場 ： ギ ャ ラ リ ー  イ ー ・ エ ム  西 麻 布
会 期 ： 2 0 1 6 年 1 1 月 8 日 （ 火 ） 〜  1 1 月 2 6 日 （ 土 ）
時 間 ： 1 2 : 0 0 〜 1 8 : 0 0 （ 日 ・ 月 曜 日 休 館 ） 入 場 無 料
住 所 ： 東 京 都 港 区 西 麻 布 4 - 1 7 - 1 0
電 話 ： 0 3 - 3 4 0 7 - 5 0 7 5

作品内容
旅を楽しみながら、ひたすら感覚だけでシャッターを切り続ける。
誰の要求でもなく自由に撮った写真には舞山秀一の本質が映っている。
自分自身の内面と向き合う方法として「旅に出ること」は舞山にとって極めて
重要な行為である。
自身の本質をより自然に表現する為、写真との向き合い方や被写体との向き合
い方に大きく変化をつけた今回の写真展「progress」の作品群は「舞山秀一」の
スタイルを決定付ける上で重要な作品であり、写真人生のターニングポイント
が写し出されている。

※本作品は２００２年にローマ、パリ、リヨンを巡った旅風景の作品の数々で、
今回初公開となります。

2002 年 LYON・PARIS・ROMA

旅で一人漂うように、歴史に浸り、人々に浸る。

感覚を研ぎ澄ますと見えてくる「物、人、空間、時間、感覚」は、自分を写す

鏡のようにも感じる。

被写体に自分自身を投影させて、フィルムに刻んでいく。

写真とは行為であり感情そのものでもあるのだ。 　　　　

						      　舞山　秀一

舞山秀一写真展
「pr o g r e s s」


